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Ⅰ　問題と目的

　近年、心理社会的不適応状態を呈する大学生の割合

が増加し、それに起因する長期留年や休退学などの問

題が深刻化している（平野，2005）。それらの原因の

1 つとして、大学生が日常生活において経験する学業

や対人関係、職業選択などのストレスが指摘されてい

る（及川・坂本，2007）。このことから、大学生を対

象とした数多くの心理的ストレス研究が行われてきた

（たとえば坂本・西河，2002；高比良，1998 など）。

　近年の心理的ストレス研究の多くは、Lazarus & 

Folkman（1984）の心理学的ストレスモデルに基づい

ており、認知的評価やコーピングなどの媒介変数に注

目して、研究が行われてきている（三浦・坂野・上里，

1998）。その中でも、個人がストレッサーに対して行

う対処行動、すなわちコーピングは、ストレス反応の

表出を規定する重要な媒介変数の 1つとして、これま

でに多くの研究において取り上げられてきている（た

とえば中村・上里，2004；岡田，2002；加藤，2001 など）。

コーピングには様々な種類があるが、その中の 1つに

ユーモアコーピング（humor coping）があり、いくつ

かの研究が行われている（桾本・山崎，2010）。ユー

モアコーピングとは、ストレスフルな出来事に対処す

る手段としてユーモアを使用することを指す（Martin 

& Lefcourt, 1983）。ストレスフルな出来事や状況につ

いて冗談を言う、笑い飛ばす、その中から面白いこと

を見つける等が挙げられる。

　欧米においては、ユーモアコーピングと精神的健

康に関する実証的研究が多く行われている（Mesmer, 

2001；Lodico, 1998； Martin & Lefcourt, 1984 など）。

たとえば、Marziali, McDonald, & Donahuc （2008）や

Anderson & Arnoult （1989）は、ユーモアコーピング

と抑うつおよび不安との間に負の相関関係を示してい

る。また、Porterfield（1987）は、ユーモアコーピン

グは抑うつに対して負の直接効果をもつことを示唆し

ている。さらに、Martin & Lefcourt（1984）は、ユー

モアコーピングを使用する頻度が高い人は、ストレッ

サーの多少に関わらず抑うつは低レベルのままである

のに対して、ユーモアコーピングを使用する頻度が低

い人は、ストレッサーを多く経験するほど抑うつが強

まると報告している。これらのことから、ユーモアコ

ーピングは、精神的健康を維持または促進する効果が

あると考えられる。

　一方、我が国においては、上野・高下・原口・津田

（1992）が大学生におけるユーモアコーピングのスト

レス緩和効果を検討し、ユーモアコーピングはストレ
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ス反応を低減しないと報告している。上野他（1992）

は、欧米のユーモアコーピングの定義に基づいて検討

を行っているが、桾本（2007）は、日本人のユーモア

コーピングは、人前で恥を経験した時や対人ストレス

を予防・軽減する時の対処方略として機能していると

述べ、ユーモアコーピングの欧米と日本における文化

的差異を指摘している。そして、桾本・山崎（2010）

は、日本人特有のユーモアコーピングを測定する対

人ストレスユーモア対処尺度（Humor Coping with 

Interpersonal Stress Scale：以下ＨＣＩＳＳとする）を

作成し、日本人特有のユーモアコーピングと精神的健

康との関連を検討する必要性を指摘している。しかし、

未だに日本人特有のユーモアコーピングと精神的健康

との関連を検討している研究は見当たらない。

　そこで、本研究では、ユーモアコーピングと精神的

健康との関連を検討し、ユーモアコーピングの有用性

について考察することを目的とする。

Ⅱ　方　法

１．調査対象者

　4 年制共学大学に通う大学生　1 ～ 4 年生　355 名

（男性 156 名、女性 195 名： 1 年生 105 名、2年生 105

名、3年生 91 名、4年生 27 名、不明 4名）。

２．調査内容

（１）対人ストレスユーモア対処尺度（Humor Coping 

with Interpersonal Stress Scale：以下ＨＣＩＳＳと

する：桾本・山崎，2010）

　ユーモアコーピングを測定する尺度であり、信頼性・

妥当性の確認が行われている。12 項目から構成され

ており、各項目について、4 件法（まったく行わない

＝ 0、あまり行わない＝ 1、ときどき行う＝ 2、よく

行う＝3）で回答を求めた。項目内容を Table 1 に示す。

（２）コーピング尺度特性版（General Coping Questionnaire：

以下ＧＣＱとする：佐々木・山崎，2002）

　一般成人を対象としたコーピング尺度であり、「感

情表出」「情緒的サポート希求」「認知的再解釈」「問

題解決」の 4 下位尺度 32 項目から構成されている。

信頼性と「認知的再解釈」の妥当性の確認が行われて

いる。各項目について 4件法（まったく行わない＝ 0、

あまり行わない＝ 1、ときどき行う＝ 2、よく行う＝ 3）

で回答を求めた。項目内容を Table 2 に示す。

（３）心理的ストレス反応尺度（Stress Response Scale：

以下ＳＲＳ -18 とする：鈴木・嶋田・三浦・片柳・

右馬埜・坂野，1997）

　一般成人を対象とした心理的ストレス反応を測定す

る尺度であり、信頼性・妥当性の確認がされている。「抑

うつ・不安」「不機嫌・怒り」「無気力」の 3下位尺度

18項目から構成されており、各項目について4件法（ま

ったくちがう＝ 0、いくらかそうだ＝ 1、まあそうだ

＝ 2、その通りだ＝ 3）で回答を求めた。項目内容を

Table 3 に示す。

（４）大学生用ストレス自己評価尺度（尾関，1993）

　一般成人を対象としたストレス反応を測定する尺度

であり、信頼性・妥当性の確認がされている。「抑うつ」

「不安」「怒り」「情緒的混乱」「引きこもり」「身体的疲

労感」「自律神経系の活動性亢進」の 7下位尺度から構

成されているが、本研究では「身体疲労感」「自律神経

亢進」の 2下位尺度 10項目を抜粋して用いた。各項目

について、4件法（あてはまらない＝ 0、ややあてはま

る＝ 1、かなりあてはまる＝ 2、非常にあてはまる＝ 3）

で回答を求めた。項目内容を Table 4 に示す。

 

Table 1　ＨＣＩＳＳ（桾本・山崎，2010）の項目内容
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（６）ポジティブな日常的出来事尺度大学生版（細田・眞鍋・

三浦，2011）

　大学生を対象としたポジティブな日常的出来事の経

験頻度を測定する尺度であり、信頼性・妥当性の確認

がされている。「友達・外出」「アルバイト・サークル」

「学業」「恋愛」の 4 下位尺度 22 項目から構成されて

おり、各項目について、4 件法（まったくなかった＝

0、あまりなかった＝ 1、ときどきあった＝ 2、よくあ

った＝3）で回答を求めた。項目内容を Table 6 に示す。

３．実施時期

　2010 年 10 月下旬～ 12 月中旬

４．手続き

　集団法で調査を実施し、その場で調査用紙を回収し

た。

Table 2　ＧＣＱ特性版（佐々木・山崎，2002）の項目内容

Table 3　ＳＲＳ -18（鈴木ら，1997）の項目内容 Table 4　本研究で使用したストレス自己評
価尺度（尾関，1993）の項目内容

（５）ネガティブな日常的出来事尺度大学生版（細田・眞鍋・

三浦，2011）

　大学生を対象としたネガティブな日常的出来事の経

験頻度を測定する尺度であり、信頼性・妥当性の確認

がされている。「対人関係」「恋愛」「学業」「アルバイト」

「サークル」の 5下位尺度 22 項目から構成されており、

各項目について 4 件法（まったくなかった＝ 0、あま

りなかった＝ 1、ときどきあった＝ 2、よくあった＝ 3）

で回答を求めた。項目内容を Table 5 に示す。
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Ⅲ　結　果

　回答に不備があった 17 名を除いた 338 名（1

年生男子 68 名、女子 55 名、2 年生男子 29 名、

女子 72 名、3 年生男子 34、女子 53 名、4 年生男

子 15 名、女子 12 名）を分析対象とした。

１．ユーモアコーピングと各変数との関連

（１）ＨＣＩＳＳとＧＣＱ

　ＨＣＩＳＳとＧＣＱとの関連を調べるために、

相関係数を算出した（Table 7）。その結果、ＨＣ

ＩＳＳとＧＣＱの「感情表出」を除く全下位尺度

との間に有意な正の値が認められた。

（２）ＨＣＩＳＳとＳＲＳ -18、ストレス自己評価尺度

　ＨＣＩＳＳとＳＲＳ -18、ストレス自己評価尺

度との関連を調べるために、相関係数を算出した

（Table 8）。その結果、有意な値は得られなかった。

（３）ＨＣＩＳＳとネガティブな日常的出来事尺度

　ＨＣＩＳＳとネガティブな日常的出来事尺度

との関連を調べるために、相関係数を算出した

（Table 9）。その結果、有意な値は得られなかった。

Table 5　ネガティブな日常的出来事尺度（細田・眞鍋・三浦，

2011）の項目内容

Table 6　ポジティブな日常的出来事尺度（細田・眞鍋・三浦，2011）の項目内容
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Table 7　ＨＣＩＳＳとＧＣＱとの相関係数

.043

.236 .022

.350 .008 .631

.150 .245 .183 .229

HCISS

GCQ .206 .643 .380 .587 .748

p <.05, p <.01, p <.001

HCISS GCQ

Table 8　ＨＣＩＳＳとＳＲＳ -18、ストレス自己評価尺度との相関係数

p<.001

HCISS StRSRS

HCISS

SRS

StR

.059

.066

.025

.056

.059

.054

.064

.751

.814

.938

.621

.429

.603

.705

.895

.544

.420

.549

.912

.671

.412

.627

.667

.459

.647
.591
.923 .856

Table 9　ＨＣＩＳＳとネガティブな日常的出来事尺度との相関係数

p<.001

hasslesHCISS

HCISS
.005
.089
.058
.103
.083
.094

.377

.387

.265

.379

.774

.162

.311

.316

.690

.192

.189

.584
.213
.605 .586

Table 10　ＨＣＩＳＳとポジティブな日常的出来事尺度との相関係数

HCISS
.374

.190

.021

.144

.267

.444

.202

.338

.697

.399

.397

.789

.287

.546 .782

p <.01, p <.001

upliftsHCISS

（４）ＨＣＩＳＳとポジティブな日常的出来事尺度

　ＨＣＩＳＳとポジティブな日常的出来事尺度との関

連を調べるために、相関係数を算出した（Table 10）。

その結果、ＨＣＩＳＳとポジティブな日常的出来事尺

度の「学業」を除く全下位尺度との間に有意な正の値

が認められた。

２．ユーモアコーピングにおける性差・学年差

　ユーモアコーピングの性別および学年による違いを

検討するために、性別と学年を独立変数、ＨＣＩＳ
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Table 11　ＨＣＩＳＳの学年別、性別の平均値、標準偏差と分散分析結果（N＝338）

19.32 19.65 20.04 20.42 18.50 19.09 21.00 19.92 19.45 19.80
(6.46) (7.50) (8.23) (6.48) (7.20) (7.71) (4.09) (6.92) (6.81) (7.12)HCISS 0.10n.s.0～36 0.73n.s. 0.00n.s.

F F FN N N N N N N N N N

Ｓの得点を従属変数とする 2 要因分散分析を行った

（Table 11）。その結果、性別主効果、学年主効果、交

互作用のいずれにおいても有意な値は認められなかっ

た。

Ⅳ　考　察

　本研究の目的は、ユーモアコーピングと精神的健康

との関連を検討し、ユーモアコーピングの有用性につ

いて考察することであった。

　

１. ユーモアコーピングと精神的健康の関係

　第 1に、ＨＣＩＳＳとＧＣＱとの相関係数から、Ｈ

ＣＩＳＳとＧＣＱの「感情表出」を除く全下位尺度と

の間に有意な正の相関が得られた。特に、「認知的再

解釈」および「問題解決」との間に関連がみられた。

すなわち、ユーモアコーピングは、問題そのものへ

のコーピングと深く関連していることが示唆される。

Kuiper, Martin, & Olinger（1993）においてもユーモア

コーピングと直面的対処との間に正の相関があること

が報告されているため、ユーモアコーピングと問題解

決型コーピングの関連性は先行研究と一致するものと

いえよう。また、ストレスフルな状況の明るい面を見

ようとする、ストレスフルな出来事から自分にとって

プラスになることを探そうとするといった「認知的再

解釈」は、ユーモアコーピングと内容が類似している

ため、関連がみられたことは妥当だといえる。したが

って、ユーモアコーピングは、ストレスフルな状況・

出来事に対して積極的にはたらきかけるコーピングと

して有効に機能すると考えられる。

　ただし、ユーモアコーピングが機能する場面は主に

対人場面であり、その他のコーピングと比較して使用

が限られている。また、ＨＣＩＳＳと各ストレス反応

尺度との相関係数からは関連が認められず、欧米の先

行研究（たとえば Marziali et al., 2008 など）とは異な

る結果となった。以上のことから、日本人におけるユ

ーモアコーピングは、対人場面における問題焦点型コ

ーピングの補助的な対処法略として機能していると考

えられる。具体的には、対立している相手との関係を

改善しなければならない際に、気の利いた冗談を言っ

て話しかけるといった状況が考えられよう。このよう

に、ユーモアコーピングは補助的な役割をもつことか

ら、ストレス反応との直接的な関連は認められなかっ

た可能性がある。

　これらに対し、ユーモアコーピングと「感情表出」

との間には関連がみられなかった。このことは、桾本

（2007）のユーモアコーピングは問題焦点型コーピン

グと情動焦点型コーピングの両方の機能を備えている

という見解を支持しない結果であるといえよう。「感

情表出」は、感情の中でも嫌悪感や不快感といったネ

ガティブな感情を表情や態度にあらわす内容であるた

め、ストレスフルな状況やそこにいる自分自身を笑い

飛ばすといったポジティブな認知的転換の要素が含ま

れているユーモアコーピングとは関連がない可能性が

ある。

　第 2 に、ＨＣＩＳＳとネガティブな日常的出来事

との相関は認められなかった。Nezu, Nezu, & Blissett

（1988）においても、ユーモアコーピングとネガティ

ブライフイベントとの間には関連性がないことが報告

されており、先行研究と同様の結果となった。したが

って、ネガティブな日常的出来事の経験とユーモアコ

ーピングの実行程度には、関連がないと考えられよう。

　一方、ＨＣＩＳＳとポジティブな日常的出来事と

の相関係数からは、ＨＣＩＳＳとポジティブな日常

的出来事尺度の「友達・外出」および「アルバイト・

サークル」との間に有意な正の相関が認められた。

Fredrickson（2001）は、ポジティブな感情を経験する

ことによって個人の思考や認知、行動のレパートリー

を広げる働きをもつという拡張－形成理論（broaden-

and-build theory）を提唱している。そして、ポジティ

ブな感情は、一般的にポジティブな日常的出来事を経

験することによって生じると考えられる。拡張－形成

理論に当てはめて考えれば、ポジティブな日常的出来

事・感情の経験により認知や行動のレパートリーが広

がることで、コーピングにおいてユーモアを用いると

いう結果が得られる可能性が考えられる。また、桾本

（2007）は、日本人のユーモアコーピングは、対人関

係において機能することが特徴だと述べていることか

ら、友達やアルバイト、サークルなどの対人関係でユ
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ーモアコーピングが実行されやすいと考えられる。

　大島（2006）は、日本人におけるユーモアはある程

度構築された対人関係を円滑に維持するために用いら

れると指摘している。友達と遊ぶ、食事に行くという

状況やアルバイト先の客とのコミュニケーションをと

る状況では、相手にからかわれる、相手の前で失敗す

るということが生じた場合、相手との良好あるいは無

難な関係を保とうという認知が機能し、相手にからか

われても一緒に笑う、失敗をしても笑ってやりすごす

といったユーモアコーピングを実行することが多いと

考えられる。そのため、ユーモアコーピングは、対人

関係におけるポジティブなコミュニケーションをとる

際の、またこれらの対人関係を維持する際の一助とな

る可能性があろう。しかし、本研究からは、相手との

良好な関係を保とうという認知が働いているかどうか

やユーモアコーピングと拡張－形成理論の関連は明ら

かでない。ユーモアコーピングとポジティブな日常的

出来事との関連性を検討した研究は本研究以外に見受

けられないため、さらなる検討の必要があろう。

　

２.ユーモアコーピングの性別および学年による違い

　ＨＣＩＳＳの性差および学年差を検討するために 2

要因分散分析を行ったところ、学年主効果、性別主効

果、交互作用のいずれにおいても有意な値は認められ

なかった。このことから、ＨＣＩＳＳの性別や学年に

よる違いはないことが示唆された。

　Martin & Lefcourt（1984）は、ユーモアコーピング

得点に性差はないことを報告している。これに対し、

桾本・山崎（2010）は、集団法調査におけるＨＣＩＳ

Ｓ得点は、男性に比べて女性の方が高いと述べ、性差

を示唆している。しかし、桾本・山崎（2010）は、自

己記録法によるユーモアコーピングの実行頻度の調査

も実施しており、その検討では女性に比べて男性の方

が得点が高く、調査研究とは逆の結果が示されている。

したがって、桾本・山崎（2010）は、ユーモアコーピ

ングの性差の問題は今後も更に検討していく必要があ

ると指摘している。

　以上のことを総合すると、本研究においてはユーモ

アコーピングの性差・学年差はないことが示唆された

ものの、一概に結論づけることはできないと考えられ

る。桾本・山崎（2010）が指摘しているように、さら

に研究データを蓄積して検討を重ねていく必要があろ

う。

３．今後の課題

　今後の課題としては、まず第一に、ユーモアコーピ

ングの分類が明らかとなっていないことが挙げられ

る。本研究において、ユーモアコーピングと問題焦点

型コーピングとの関連が示唆された。しかし、ＨＣＩ

ＳＳとＧＣＱの下位尺度である「情緒的サポート希求」

との相関係数の値は、慣習的な相関係数の評価基準（山

田・村井，2004）に照らし合わせるとほとんど相関が

ないという解釈になることから、情動焦点型コーピン

グとの関連はみられない可能性が示唆される。桾本

（2007）は、ユーモアコーピングは問題焦点型コーピ

ングと情動焦点型コーピングの両方の機能を備えてい

ると指摘しているが、本研究はこの見解を支持しない

結果となった。また、欧米の研究においては、ユーモ

アコーピングは問題焦点型コーピングに分類されると

いう見解（Carver et al., 1993 など）と情動焦点型コー

ピングに分類されるという見解（Lefcourt, Davidson, 

Prkachin, & Mills, 1997 など）の 2 つがあり、一貫し

た結果が得られていない。これらのことから、ユーモ

アコーピングが問題焦点型コーピングと情動焦点型コ

ーピングのどちらに分類されるのか、あるいは両方の

機能を有しているのかということについては、さらに

検討する必要があると考えられる。

　次に、本研究の結果のみで我が国におけるユーモア

コーピングについての見解を一般化することはできな

いということが挙げられる。ユーモアコーピングは、

我が国における研究が数少ないうえに、文化的差異に

よって特徴が異なる可能性があるため、国外のデータ

をそのまま適用することの問題が指摘されていた。こ

のことから、本研究においてユーモアコーピングと精

神的健康との関連を検討したことは、意義があったと

いえよう。しかし、本研究の対象となったのは、主に

心理学や理学療法学を学ぶ大学生であったため、サン

プリングの偏りが結果に影響した可能性が考えられ

る。そのため、本研究で得られた結果のみでユーモア

コーピングの一般的な見解を述べることはできない。

したがって、今後はより多様な学部の大学生を対象に

調査を実施し、検討を重ねていくことが期待される。
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